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　近年，児童生徒の発達や養育環境の多様化に伴い，発
達障害やその疑いのある児童生徒，被虐待経験を持つ児
童生徒，不登校児童生徒など，通常の学級においても特
別な配慮や支援を必要とする児童生徒が多数在籍してお
り，それらの児童生徒に対する支援や指導は，一人ひと
りの状態像や特性，背景などを理解し，それに応じた関
わりを行うことが求められる。
　これらの児童生徒の支援や指導を行うためには，個々
の教師の児童生徒の状態の理解，児童生徒への支援・指
導の計画，授業の準備や環境調整，個別指導や家庭訪問，
教室を飛び出したり，パニックを起こしたりする児童生
徒への対応，他の教員との共通理解，保護者や他機関と
の連携等，それぞれの児童生徒の状態像の理解や指導法
に対する新たな知識の習得と同時に，多くの労力と時間
が必要となる。このような状況は，現在，関心を集めて
いる「教師の多忙化」の原因の 1 つとなりうるだろう。
　特別な対応を必要とする児童生徒への指導においては，
このような労力の増加，時間的な問題に加え，教員の認
識や感情への影響も及ぼしていると考えられる。
　筆者は教育相談の視点から，現職教員に対して，児童
生徒の問題行動の理解や支援についてのコンサルテー
ションを行っている。その中で，教師たちが特別な対応
を必要とする児童生徒と関わる際に，葛藤や不安，無力
感など多様な感情を抱えていることが語られ，時にはそ
れらが大きな心理的な負荷となることがある。
　例えば，不登校や発達障害の児童生徒に対しては，「な
ぜ，そのような行動をするのか」，「なぜ何度言い聞かせ
ても理解できないのか」が“理解できない”，“分かり合
えない”と感じることがある。また，子どもの言動から
“傷つけられる”こともある。“イライラ”や“怒り”が
生じる場合もある。指導を繰り返しても効果が上がりに
くい場合には，“どうしていいかわからない”という困
惑や「自分には指導できないのではないか」，「いくら指
導しても無駄なのではないか」という“自信の喪失”や“無
力感”を感じることもある。また，当該児童生徒との関
係についての感情や思いばかりでなく，他の児童生徒や
教職員に対してもつ感情や思いが，心理的負荷となるこ
ともある。特別な対応を必要とする児童生徒への指導の
ために，他の児童生徒の授業を中断せざるを得なかった
り，周囲の子どもたちに我慢させることが多くなり，ク
ラスの他の子どもたちに十分関われていないという“申
し訳なさ”を感じる教員もいる。他の教員に対しても“迷
惑をかけている”，“申し訳ない”と感じたり，“もっと
助けて欲しい”と思っている場合もある。他の教師と比
較して劣等感を感じたり，自らの教師としての適性を疑
うこともある。他にも，“疲労感”，“気持ちが沈む”，“い
つでも緊張している”といった声を聞いたこともある。
　また，これらの感情的負荷は，生徒指導上に生じる感
情に加え，教師という職業に期待される態度や感情の持
ち方によって，増幅される場合がある。例えば，児童生
徒との関係から生じた「分からなさ」や「怒り」，「無力
感」 といった感情は，教師という職業上，望ましいとさ
れる「子どもに対して受容的であるべきである」，「感情
的になってはいけない」といった教師としての望ましい
態度に反することになり，教師を苦しめる場合がある。
　児童生徒への指導を行うにあたり，教師には様々な感
情が生じるが，そこで生じた感情（特にネガティブな感
情）にどのように向き合い，扱っていくかは，適切な指
導を行っていくうえで，また教師自身のメンタルヘルス
に対して，とても重要な要件となる。極端な場合，児童
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生徒に対して冷静に対応することが難しくなったり，教
師自身のメンタルヘルスに悪影響を及ぼす可能性がある。
そのために，どのような状況や要因が教員の感情を揺さ
ぶるのか，またどのようにしてそのような心理的負荷に
対処していくのかを明らかにすることは，教師の精神的
健康を維持し，彼らが児童生徒に適切な支援を行う上で
有意義な知見になると考えられる。
　しかし，これまで教師の感情的側面に焦点を当てた研
究（例えば，バーンアウトとの関連で教師のストレスを
扱った研究や感情労働の観点から教師のストレスを取り
上げた研究）では，指導全体を通しての感情的ストレス
に焦点を当てており，「どのような状況で」という観点は，
あまり考慮されていない。
　近年，被虐待児や発達障の特性をもつ子どもとの関わ
りが教師にどのような影響を及ぼすかという研究がなさ
れている。例えば，酒井・野崎（2014）は，現職教員を
対象に発達障害児との関わりの中で抱いた感情や生起し
た問題点等を調査し，「驚き」，「不安」，「困惑」等の感
情が指導の前と後で変化していることが示している。こ
のような研究は，「発達障害児の特性」という状況に対
する教師の反応を検討するものと言えるだろう。また，
同様の観点の事例研究もなされている。
　指導の難しい児童生徒に対し，どのような状況で，ど
のような感情が生起しやすいか，またそれらは教師の経
験や性格，置かれた立場などによって異なるのかを明ら
かにすることは，それらが心理的負荷となっている教員
に対する支援を考えるうえでの有意義な知見となるだろ
う。本研究は，生徒指導における具体的な状況とそこに
生じる教師の感情（あるいは生じると予想される感情）
との関連という観点から，教師が生徒指導上で抱える心
理的負荷の態様を明らかにし，それらに対する支援を考
えるための知見を得ることを目的とする。
　今，学校教育現場に求められているのは，個々の児童
生徒の状態像や様々な状況において，教師が抱える心理
的負荷の理解を深めることと同時に，そのような状況に
ある教員を支援する他の教員の配慮や学校体制である。
そのためには，様々な状態像を含んだ一般的な見方と個別
の状態像や関係に焦点を当てた見方の両者が必要である。
調査方法
データの収集の方法：
　現職教員に対する半構造化面接により，「生徒指導上，
感情面での困難を感じた事例」を収集した。教職大学院
の授業「子どもの臨床研究」（平成28年度，10～12月），
「子どもの抱える困難とその支援Ⅰ」（平成29年度， 4 ～
7 月）の授業の受講者に，データ収集の趣旨説明，調査
的面接法のガイダンス（面接の目的，方法，倫理的配慮，
データのまとめ方等）を行った後，受講者が面接調査を
頼みやすい現職教員を選んで面接調査を実施してもらっ
た（調査に際し，調査の目的，方法等を説明し，承諾を
得た後に面接調査を実施した）。
　面接調査の内容は，①被験者の属性（経験年数，性
別，人となり等），②勤務校の状況（児童生徒数，学級数，
地域の様子等），③対象となる児童生徒の状況（指導を
行った行動），④具体的な指導のエピソードとその時に
生じた感情を基本情報とし，その他，面接者の考えで内
容を掘り下げる質問を行った。面接時間はそれぞれ 1 時
間程度。面接内容はＡ 4 の用紙 2 枚程度にまとめて授業
中に報告し，個々の教師の抱える心理的負荷の状況につ
いて検討した（授業での報告の際には，個人情報に配慮
した報告書，発表の仕方を配慮した）。
調査時期：
　平成28年10月～11月，平成29年 5 月～ 6 月。
結果と考察
⑴　収集されたデータ
　28年度調査，29年度調査を合わせて，21名の教員に面
接調査を行い，事例を収集した。
　対象となった教員の内訳は以下の通りである。
性別：男性 8 名，女性13名
年齢：20代12名，30代 3 名，40代 2 名，50代 4 名
学校種： 幼稚園1 名，小学校12名，中学校 7 名，高校 1 名
⑵　データの分析
　報告に用いられた資料及び授業での検討により加わっ
た内容をもとに，各事例で教師が心理的負荷を抱えたと
考えられる状況を抜き出しリスト化した。はっきりとし
た意思表示（感情を表す言葉）でなくても，文脈から感
情的な負荷が読み取れるものを採用した。
⑶　教師の抱える心理的負荷の実態
　心理的負荷が生じたと考えられる状況を，KJ法を
用いて類似した内容ごとにまとめたものが表 1 である。
（注：紙面の都合上，表 1 に掲載した状況は，重複，意
味内容の不明確なもの等を除いた抜粋である。）また，
その状況で生起した（あるいは生起すると考えられる）
感情や認識も表 1 に示した。
　大きな区分では，児童生徒への指導における心理的負
荷の状況，体制・他の教員との関係で生じる心理的負荷
の状況，保護者との関わりにおける心理的負荷の状況，
教師自身が抱える心理的負荷の状況の 4 つに分類した。
　〈児童生徒への指導における心理的負荷の状況〉は，
児童生徒理解，指導方法，指導の効果などに関する内容
から構成される。理解や指導の難しさから，不安や混乱，
いらだちなどを感じることがあることがわかる。また，
指導の効果があるのか，あれでよかったのかという不安
定な状況のなかで指導を続けなければならない状況も見
てとれる。
　また，衝動性や多動，暴力傾向のある児童生徒への指
導では，授業妨害や暴力が治まらなかったり，当該児の
関わりに時間を取られたりして，他の児童生徒に我慢さ
せたという思い，十分な指導ができなかったことへの申
し訳なさ等を感じていることがわかった。
　〈体制・他の教職員との関係で生じる心理的負荷の状況〉
は，管理職，他の教職員の言動や周囲の理解・支援，他
の教員に対する申し訳なさなどの内容から構成される。生
徒指導上の課題を抱えている児童生徒への支援を行って
いる教員は，混乱や不安を抱えながら指導を行っている。
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表 1　生徒指導における心理的負荷が生じる状況
区分 状況（教員の属性：児童生徒の問題の状況） 生起した感情や認識
〈児童生徒への指導における心理的負荷の状況〉
児童生徒理解
・ 突然不登校になり，「なぜ？」という気持ち（40代女性：不登校）
混乱，焦り，不安・ どのように対応したらよいかという具体的な情報や知識がなかった（40代女性：
衝動性）
指導方法
・ 何が正しい（指導なの）か，わからない（30代女性：衝動性・暴力）
困惑，焦り，不安・ どれが（どの程度が）問題なのかがわからない（20代男性，初任：衝動性）
・ 女子生徒への指導を自分（男性）がどこまでできるか（20代男性：自閉傾向）
指導の効果
・ いろいろ試してみたが効果がない。他の職員も含め，諦め感。（50代女性：衝動性）
無力感，いらだち，
先の見えなさ，
徒労感，不安，諦め
・ 今までの経験，教育技術が全く通用しなかった（40代女性：衝動性）
・ 指導が伝わらない（20代女性：問題を抱える児童が多い学級）
・ 不登校の状態がいつまで続くのか（50代女性：不登校）
・ うまくいかなかったら，どうしよう（50代男性：多動）
指導に対する
懐疑・反省
・ 当該生徒への指導はあれでよかったのか。「申し訳ないことをした」（20代女性：
衝動性）
後悔，申し訳なさ，
無力感・ もっと知識があれば…という思い。（40代女性：衝動性）
・ 本児が別室から戻ってきた時に「自分には指導力がないのでは」と落ち込んだ 
（20代女性：衝動性・暴力）
状況
・ 毎日繰り返されるトラブル（20代女性：衝動性・学業不振）
いらだち，徒労感，
無力感，怒り，
時間をとられる
・ 同じことの繰り返し。「またか」という思い。（40代女性：多動）
・ 時間的な余裕がなかった（20代男性，新任：衝動性）
・ 家庭訪問に費やす時間（車で片道30分）（20代男性：不登校）
・ 他の子どもへの対応を含めイライラ感（50代女性：衝動性）
・ 新任，女性教員に対する風当たりの強さ（20代女性，新任：衝動性）
他の児童生徒
との関係
・ 対象児への対応から，周囲の子どもと距離ができた（30代女性：衝動性・暴力・
不登校）
申し訳なさ，罪悪感，
無力感，後悔
・ 当該児に関わる時間が多くなり，担任と子どもたちとの距離ができた（20代女性：
多動・学業不振）
・ 周囲の子どもたちは我慢してくれて申し訳なかった（30代女性：衝動性・暴力・
不登校）
・ 当該児に関わることが多くなり，他の児童に申し訳なかった（20代男性：自閉傾向）
・ 他の児童に申し訳なさを感じた（20代女性：衝動性・暴力）
共感的な辛さ
・ 子どもの置かれた立場，自分のやっていることに対するやるせなさ（20代男性：
不登校） 辛さ，悲しさ
・ 暴れる児童を見るのが辛い（悲しくなる）（30代女性：衝動性・暴力）
〈体制・他の教職員との関係で生じる心理的負荷の状況〉
管理職，他の
教職員の言動
・ 休職中，学校（管理職）から連絡が来るのが嫌だった（40代女性：問題を抱え
る子どもが多いクラス）
不満，反感，いらだち，
怒り，傷つき
・ もっと管理職に理解があれば，という思いが残る（40代女性：多動）
・ 他の教員から理不尽な言動を受けた（20代女性，初任：他教員との行き違い）
・ 巡回指導の指導主事の言葉に「普段を見ていないのに！」と思った（30代女性：
衝動性・暴力・不登校）
・ 「初任を退職させた」という噂（50代女性：初任教員の指導）
・ 初任者指導教員からプライドを傷つけられた（20代女性，初任：他の職員との
行き違い）
・ 他の教員とは同じようにできないのに，やらなければならない（20代男性，初任：怠学）
・ やろうと思ったことを他の教員から言われる（20代男性，初任：怠学）
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区分 状況（教員の属性：問題の状況） 生起した感情や認識
周囲の理解・
支援
・ クラスが大変な状況なのをわかってほしかった（20代女性：問題を抱える子が
多いクラス）
孤立感，孤独感，
途方にくれる
・ 学校事情で誰の助けも期待できない状況（40代女性：衝動性）
・ 辛い気持ちを誰にも話せない（30代女性：衝動性・暴力・不登校）
・ 頼れる人がおらず，四面楚歌だった。（20代女性：問題を抱える子どもが多いクラス）
・ 他の学級もそれぞれ大変なので助け合いが難しい（30代女性：衝動性）
他の教員に対す
る申し訳なさ・
迷惑をかけない
・ 助言や心配に応えられないのが辛い。（20代男性，初任：衝動性）
申し訳なさ，
罪悪感，劣等感，
無力感，緊張感
・ 保健室にお世話になることが多く，養護教諭に申し訳なく思った（20代男性：
不登校）
・ （不登校になってしまい）前年度の担任への申し訳なさ（30代女性：衝動性・暴
力・不登校）
・ 代替で入ってくれた教員に申し訳ないと思った（40代女性：問題を抱える子が
多いクラス）
・ 一人で対応しなければならない（30代女性：衝動性・暴力・不登校）
・ 他の先生を頼ってはいけない（20代女性，初任：他教員との行き違い）
・ 他の先生に迷惑をかけないように無理をし（20代女性：衝動性・暴力）
他教員の支援・
保護者の参観
・ 保護者の授業参観（常時）（30代女性：衝動性・暴力・不登校）
圧迫感，緊張感，
劣等感・ 教頭先生がよく教室に入ってくれた。実はプレッシャー（50代女性：不登校）
・ 自分のクラスの個別対応に，他の教員に入って欲しくない（20代男性：怠学）
〈保護者との関わりにおける心理的困難の状況〉
保護者対応
・ 担任を責めるような強い調子のメール（20代男子：不登校） 
圧迫感，傷つき，
時間がとられる，
対応の難しさ
・ 朝や休み時間の保護者からの電話（30代女性：不登校）
・ 保護者からの批判的な発言に傷つく（20代女性：衝動性・暴力）
・ 当該児，その保護者への他の保護者からの不満（20代女性：多動性・学業不振）
保護者との連携
・ 連絡がつかない（20代女性：衝動性）
いらだち，怒り・ 保護者が放任気味。協力が得られない（20代男性，初任：怠学）
・ 保護者と一度も面談できなかった。自分の子どもなのに（20代男性：不登校）
〈教師自身が抱える心理的負荷の状況〉
ネガティブな
感情・認識
・ 涙がとまらなくなった（40代女性：問題を抱える子が多いクラス）
混乱，悲しみ，不安，
あきらめ，無力感
・ 何が不安なのかわからないが，とにかく不安だった（40代女性：問題を抱える
子が多いクラス）
・ 「もう，いいや」と思ってしまう（30代女性：衝動性・暴力・不登校）
・ 早く，この学年が終わればと思った（20代女性：暴力・学業不振）
自分の資質・
能力への懐疑
・ 前年度の担任と比べてしまう（50代女性：不登校）
劣等感，無力感・ 担任が自分でなければ，と思うことがあった（50代女性：衝動性）
・ 別の教員だったら，こうはならなかっただろう（20代男性：障害による？不適
応行動）
周囲からの評価
・ 生徒が暴れるのは自分のせいのように思われる（20代男性，初任：怠学）
圧迫感，不安，恐れ・ 相談すると自分の評価が下がってしまうのではないか（20代女性：問題を抱え
る子が多いクラス）
立場，役割
・ アドバイスする立場（なので，相談できない）（30代女性：不登校）
孤立感，過剰な期待
・ ベテランは何でもできて当然なの？（50代女性：衝動性）
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その大変さを認めてもらえないことは，教師にとって辛
いことであろう。また，そのような状態なので，普段な
ら聞き流せる言動にも敏感に反応してしまう場合もある
だろう。
　ここには若年層教員（特に初任）の学校のシステムに
なじめていないことからくると考えられる負荷の状況も
含まれている。はっきりとした状況はわからないが，文
面を見る限り，若年教員側の経験の少なさから来る理解
不足やプライドの高さなどによって，周囲の教職員との
軋轢が生じているように推察される部分がある。若年層
の教員にとっては，児童生徒への指導に悩むことの他に，
学校のシステムや他の教員との関係に慣れることに負荷
となる可能性があるのだろう。
　周囲の理解や支援が十分でない状況は，孤独感や八
方ふさがりな感じを生じさせる場合があると推察され
る。一方，他の教員が支援に入ってくれることがプレッ
シャーや侵入的な関わりと感じられることもあるようだ。
それぞれの教員の感じ方の違いにも注意が必要である。
　他の教員の支援に対して，申し訳ないと思うことは，
自分自身の力のなさを感じたり，他の教員との比較から
劣等感を感じたりもする。そのようなことが影響してか，
「頼ってはいけない」，「一人で対応しなければ」という
思いを持つ教員もいる。このような状況は，自分一人で
抱え込み，負担が大きくなる危険性をはらんでいる。
　〈保護者との関わりにおける心理的負荷の状況〉は，
保護者対応と連携から構成される。保護者対応では，保
護者からの要求や攻撃的な言動，保護者を支えることな
どに苦慮している様子が伺える。保護者との連携では，
連絡がつきにくかったり，子どもの問題に対する保護者
との温度差から，いらだちや保護者を非難したい気持ち
が生じる場合もあると考えられる。
　課題を抱える児童生徒への指導を効果的に行うために
保護者との連携が不可欠である。しかしながら，このよ
うな状況は保護者と学校との間に距離を生み，子どもへ
の指導にも影響を及ぼす可能性がある。現代では，それ
ぞれの家庭の子育ての意識や生活スタイルが多様であり，
それらとうまく折り合いをつけていくことが必要なのだ
ろう。
　〈教師自身の抱える心理的負荷の状況〉は，ネガティ
ブな感情，自己の資質・能力への懐疑，周囲からの評価，
立場・役割から構成される。
　ネガティブな感情は，現在の状況に対して，不安，あ
きらめ等の強い感情的反応が現れる状況である。当該教
員が精神的に追い詰められている様子が伺える。
　自分の資質・能力に対する懐疑は，劣等感や無力感を
生じさせる可能性がある。また，立場・役割では，立場
的に頼れない，ベテランな何でもできて当然と思われて
いることが，孤立感や期待に対するプレッシャを感じさ
せるようである。
⑷　状況と経験年数，問題の状況との関連
　ここでは，心理的負荷を感じる状況と教師の経験年数，
問題となる状況との関連について考察する。
　今回の結果からは，若年層は指導方法，他者からの評
価，保護者対応に関する回答が多かった。どこまでは許
容し，どこからが指導すべき行動なのかの基準がわから
ないといった状況や，異性の生徒に対する指導をどこま
ですればよいのか，といった具体的な局面で困難を感じ
ている様子が伺える。
　一方，ベテラン教員は，指導の効果，立場・役割など
の記述があった。多くのベテラン教員は，自分なりの指
導の方法などを構築しているからこそ，それが通用しな
い状況は心理的負荷を生じさせやすいのではないか。ま
た，中堅，ベテランという立場，役割からも，周りに頼
れない，何でもできて当たり前のように思われることに
対して，圧力や不満を感じる部分があるようだ。
　問題の状況との関連で言えば，児童生徒の衝動性や暴
力などにより，周囲に迷惑がかかる状態や当該児童生徒
への対応で教師の手が取られる状況において，他の子ど
も達に対する申し訳なさを感じることが多いと言える。
まとめと今後の課題
⑴ 　本研究では，生徒指導において教師が抱える心理的
負荷を，それが生起する状況と関連させてとらえるこ
とを試みた。その結果，教師は様々な状況で困難を感
じていることが明らかになった。また，経験年数の少
ない若年層と経験豊かなベテランとでは心理的負荷を
感じる状況，内容が異なっている可能性も示唆された。
　また，表 1 には記載しなかったが，生徒指導以外の
部分での心理的負荷の状況も語られている。例えば，
転勤直後の学校文化の違いへのとまどいや学級編成へ
の不満（40代女性），病気による休職（50代女性）な
どである。
　多くの教員が，その経験や経歴によって，様々な心
理的負荷を抱える可能性を考え，そのセーフティネッ
トを準備する必要がある。
⑵ 　今回のインタビューで抽出された状況からは，それ
らがどの程度の心理的負荷になっているか，までは明
らかにできなかった。また，「特別な課題を抱える児
童生徒への指導・支援を行う上での」という筆者の意
図が十分に伝えられず，生徒指導以外の困難（管理職
や他の教員との関係での困難）について言及されたも
のもあった。「ネガティブな感情を持ってはいけない」，
「弱音を吐いてはいけない」といった“教師としての
望ましさ”から，感情レベルまで探索すること難しい
のかもしれない。また，インタビューの方法（調査目
的の理解や教示の不明確さ，インタビュアーとの信頼
関係等）にも課題があったと考えられる。よりクリア
な感情を抽出できるような工夫が必要である。
⑶ 　また，心理的負荷のとらえ方も検討する必要がある。
1 つ 1 つの困難な状況は，強烈なものではないかもし
れないが，それらが集積することで大きな負担を生じ
させることもある。例えば，特別な支援を必要とする
児童生徒の指導に際しては，通常の業務の他に，子ど
もの特性や指導法の学習，個別の指導計画の作成，実
際の支援，他の児童生徒への支援，教員や保護者との
連絡調整（不登校の場合，放課後の面談や家庭訪問）等，
様々な作業が必要となる。このような雑多な作業が積
み重なり，多忙感や負担感，疲労感を生じさせること
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もあるのではないか。 1 つの大きな心理的負荷ばかり
でなく，このような観点からも心理的負荷を考えてい
く必要がある。
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